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母
校
明
治
大
学
は
大
変
な
隆
盛
期
に
あ
り
、
研
究

・
教
育

・

社
会
貢
献

・
ス
ポ
ー
ツ

・
芸
術

・
報
道
関
係
等
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
、
学
生
や
教
職
員

の
活
躍
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
る
。

本
学
の
校
友
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
地

道
な
活
動
が
、
現
在
の
母
校
の
隆
盛
に
黙
が
つ
て
い
る
。

校
友
会
の
役
割
は
、
母
校
が
発
展

・
充
実
す
る
よ
う
、
そ
し
て
後
に
続
く
学
生

が
各
人
の
夢
を
実
現
し
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
で
あ
る
。

現
在
、
持
続
性
あ
る
校
友
会
活
動
に
向
け
た
改
革
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
皆

様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

本
年
、
明
治
大
学
は
中
野
キ
ャ
ン
パ
ス
開
校
と
総
合
数
理
学
部

開
設
を
図
っ
た
。
中
野
キ
ャ
ン
パ
ス
は

「国
際
化

・
先
端
研
究

・

社
会
連
携
の
拠
点
」
で
あ
り
、
国
際
日
本
学
部
、
総
合
数
理
学

部
の
ほ
か
、
三
つ
の
大
学
院
研
究
科
が
教
育

・
研
　

究
を
展

開
し
て
い
る
。
現
象
数
理
学
研
究
は
内
外
か
ら
高
い
評
価
を
受

け
て
お
り
、
本
学
が
が
世
界
に
誇
れ
る
研
究
の
一
つ
で
あ
る

国
際
化

・
少
子
化
の
影
響
は
着
実
に
表
れ
て
お
り
、
世
界
の
高
等
教
育
機
関
と

比
較
さ
れ
る
時
代
で
あ
り
、
社
会
構
造
が
変
化
し
て
い
る
今
、
攻
め
の
大
学
経
営

に
転
じ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
真
摯
に
経
営
に
取
り
組
み
有
為
な
人
材
を
育
て
る
。
。

今
日
、
明
治
大
学
は

「時
代
を
拓
き
、
世
界

へ
発
信
す
る
大

学
」
と
し
て
揺
る
無
く
」
発
展
し
て
い
く
た
め
、
そ
の
基
盤
固

め
に
教
育

・
研
究
力
の
質
的
飛
躍
を
積
極
的
に
促
進
し
て
い

る
。
約
六
十
年
振
り
に
新
キ
ャ
ン
パ
ス
＝

「中
野
キ
ャ
ン
パ

ス
」
が
、

「国
際
化

・
先
端
研
究

・
社
会
連
携
の
拠
点
形
成
」

を
目
指
し
て

。
そ
し
て
駿
河
　
ムロ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
グ

ロ
ー
バ

ル
化
す
る
時
代
の
先
端
的
教
育
研
究
拠
点
と
し
て
、

「グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ロ
ン
ト
」

が
開
設
さ
れ
た
。
民
間
機
関
の
大
学
ブ
ラ
ン
ド
ラ
ン
キ
ン
グ
に
よ
る
と
関
東
地
区

で
五
年
連
続

一
位
と
な
り
、
各
項
目
の
全
て

一
位
を
獲
得
し
た
。
テ」れ
は
本
学
に
対

す
る
期
行
の
一
つ
で
も
あ
り
、
こ
れ
に
応
え
る
た
め
に
も
身
を
引
き
締
め
て
精
進
す
る
。




